
　受診方法は、各ご家庭にお届けした健診のご案内でご確認ください。
　国民健康保険にご加入の方を対象に、人間ドック費用の助成も行なっています。
　詳しくは二次元コードからご確認ください。

メモリアル施設（新斎場）建設候補地の動き
メモリアル施設整備課（☎内線136）問

市民保険課（☎内線115）問
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■　原地域（坂本）と継続的に協議しています

中津川市国民健康保険・後期高齢者医療制度にご加入の皆さん

健診の受診忘れはありませんか？

保険の種類 国民健康保険 後期高齢者医療制度

健診の種類 特定健診 30代健診 ぎふ・すこやか健診 ぎふ・さわやか口腔健診

受診方法 集団健診または中津川市・
恵那市の指定医療機関 集団健診 市内の指定医療機関 岐阜県内の指定歯科医院

受診期限 令和8年2月28日㈯ 12月27日㈯ 令和8年1月31日㈯

検査項目 問診、診察、身体測定、血圧測定など 歯の状態など

自己負担金 500円 300円

　令和7年4月末に、坂本第13区（　原地域）をメモリアル最終候補地に選定してから7カ月が経過しました。
選定後、「　原1組火葬場建設反対の会」の組織が立ち上がり、同会から反対署名が市に提出されました。
　こうした地元の動きがある中、今後の進め方についてこれまで市と協議を進めてきた「地元検討委員会」と
の話し合いを行なった結果、「夢のような　原づくり協議会」を設置することとなりました。

■ 「第１回夢のような　原づくり協議会」を開催しました
　令和7年9月21日、「第1回夢のような　原づくり協議会」
を開催。同協議会は、　原地域から選出された23人の委員で構
成され、メモリアル施設建設の地域合意に向けて、地域住民と
市が良好な関係のもと現状の課題解決に向けた建設的な協議を
進めることを目的とします。
　具体的には、令和7年3月24日に、　原地域から市へ提出さ
れた要望内容の実現と、　原地域と坂本北部一帯の将来のまち
づくり構想の実現に向け、地域と市が話し合いを行う組織です。
　主な意見としては、「地域要望の実現性・期待が地域として重
みを増せば、地域としての合意が視野に入ってくる形。天秤が
どちらに動いて行くのか協議するのが今後の協議会」、「将来の
　原のことを考えてビジョンを協議する中に、メモリアル施設
建設が受け入れられるのか協議する」などがありました。 　
　　原地域と坂本北部エリアのまちづくりを協議することで、
「北部地区を発展させるにはどんなまちづくりをすべきか」と
いう構想を区民とともに描き、その中に市民生活に不可欠なメ
モリアル施設の建設をぜひ進めていきたいと考えています。
　今後も、同協議会は毎月1回開催します。

主な協議事項
１．夢のような　原づくりに関すること
２．生活環境の保全に関すること
３．メモリアル施設の候補地に関すること
４．その他必要な事項に関すること

新斎場建設に向けたこれまでの取り組みに
ついて、詳しくは二次元コード
からご確認ください。
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